
第 66 回全国国立大学法人病院検査部会議 
議事録 

 
1. 日時 令和元年 6 月 28 日（金） 9 時～15 時 
2. 会場 KKR ホテル金沢 3 階 鳳凰の間 
     〒920-0912 石川県金沢市大手町 2-32 TEL 076-264-3261    
3. 参加者：各大学の検査部長および技師長等 85 名 

 
 

開会の辞：金沢大学附属病院 山田浩美医事課長より開会が宣言された。 
資料確認：配布資料一覧で確認された。    
 
当番校副病院長挨拶 ：金沢大学附属病院 竹村博文副病院長より歓迎の挨拶があった。 
当番校検査部長挨拶 ：金沢大学附属病院検査部 和田隆志部長より挨拶があった。 
議長選出：恒例により当番校である金沢大学 和田隆志部長が選出され、承認された。 
 
陪席者の紹介 

議長から陪席者である文部科学省高等教育局 医学教育課 大学病院支援室 病院第二係 
髙木 涼香係長がご紹介された。 

 
新任検査部長，技師長，診療支援部長の紹介 

議長から新任検査部長（6 名）、技師長（9 名）、診療支援部長（1 名）の紹介があり、一言 
ずつ、新任のご挨拶を頂いた。 

 
第一部 特別講演 9：30～10：20 

東京大学 矢冨 裕部長を司会とし、文部科学省高等教育局医学教育課大学病院支援室病院第

二係 髙木 涼香係長より「大学病院を取り巻く諸課題について」と題し、①高等教育改革の動

向について、②2019 年度予算（2019 年度国立大学附属病院関係予算額の概要）、③医療の変化

に対応できる大学病院（働き方改革への対応、シームレスな医師養成、国立大学病院の運営に

関する意見交換会）、④個人情報（患者情報）保護についてご講演をいただいた。 
             

第二部 シンポジウム 10：30～12：00 
金沢大学 和田 隆志部長、大江 宏康技師長を司会とし、「ゲノム医療と検査」をテーマに各

大学から発表があった。 
 

演者① がんゲノム医療と検査（WG の紹介も兼ねて） 
三重大学医学部附属病院 オーダーメイド医療部 中谷 中 教授 

演者② ゲノム解析技術の進歩：希少・未診断疾患の IRUD 診断  

金沢大学医薬保健研究域医学系 革新ゲノム情報学分野 田嶋 敦 教授 
演者③ がんゲノム医療の現状と課題 
    東京大学大学院医学系研究科 疾患生命工学センター ゲノム診療部 宮川 清 教授 

演者④ がんゲノム医療中核拠点病院の取り組み 
岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 病態制御科学専攻腫瘍制御学講座 
                  臨床遺伝子医療学分野 平沢 晃 教授 

 
 



昼 食 12：10～13：10  KKR ホテル金沢 3 階 鳳凰の間 
幹事会 12：10～13：10  KKR ホテル金沢 2 階 やよいの間 
 
 
第三部 13：10～15：00 
議事（Ⅰ） 会務報告 
司会 金沢大学 和田 隆志部長 
2019 年度会務報告について進行役として 東京大学 矢冨 裕部長、東京大学 佐藤 智明技師長が

紹介された。 

  １ 報告事項 

１）2019 年度人事異動 

2019 年度人事異動が報告された。 

２）次期当番  

千葉大学 松下 一之部長が紹介された。 

３）全国国立大学臨床検査技師会の報告 

     5 月 9 日に佐賀県佐賀市で開催された第 19 回技師長会議事録が提示された。ISO 

15189 取得状況については岡山大学の岡田技師長より、認定総数が 179 施設に増加

し、国立大学病院ではあと 6校が取得予定または準備中であり、近年中に全ての国立

大学が取得見込みであることが報告された。医療技術部・診療支援部については大阪

大学の前田技師長から設置施設の増減がないことの報告があった。平成 30 年度実態

調査結果について九州大学の堀田技師長から、大学間のベンチマークデータが提示さ

れ、調査結果の信頼性向上のための提案があった。医療法改正については大分大学の

宮子技師長から九州地区のアンケート調査報告がなされ、信州大学の菅野技師長より

検査部外の機器管理状況について紹介があった。働き方改革関連法施行への対応につ

いて、佐賀大学の川崎技師長から紹介があり、働き方改革実現のための幾つかの提案

が示された。 

２ 審議事項 

１）次々期当番校選出 

E 地区(九州地区)鹿児島大学が承認され、橋口 照人部長が紹介された。 

２）平成 30 年度会計報告 

事務局の佐藤技師長より平成 30 年度決算報告がなされ、監事の富山大学 北島 勲部

長、徳島大学 長井 幸二郎副部長より相違がないことが書面報告され、承認され

た。 

３）2019 年度予算案 

事務局の佐藤技師長より 2019 年度予算報告がなされ、承認された。 

また、会計年度について、本年度より毎年 4月 1日から翌年の 3月 31 日までの期間

となったことが報告された。 

また、来年度から各大学から徴収する運営費を 10,000 円とする提案がされ、承認さ

れた。 

   ４）国立大学病院データベースセンターの依頼事項 

「全国国立大学法人病院検査部会議 臨床検査実態調査結果の値提供のお願い」 

    データ提供について承認された。 

３ 顕彰 

欠席 富山大学 北島 勲部長 

欠席 東京医科歯科大学 萩原 三千男技師長 

東京大学  佐藤 智明技師長、島根大学三島 清司技師長より一言ずつ退職のご挨拶を



頂いた。 

４ 次期当番校あいさつ  

千葉大学 松下 一之部長より 2020 年 6 月 18 日（木）～19 日（金）を予定している

とのご挨拶があった。 

                     
議事（Ⅱ） 

金沢大学 和田 隆志部長を司会とし、理化学研究所 予防医療・診断技術開発プログラム 

プログラムディレクター 林崎 良英先生から「DNA 解析技術の進歩とがんオミックス医療へ

の展開」と題してご講演いただいた。 
 

閉 会 15：00 
金沢大学 和田 隆志部長よりご参加に対するお礼と閉会の辞が述べられた。 

   
 
付記 今年度より年号の表記を、元号から西暦に改められた。今年度以降の年号の表記は、 
   西暦で表記した。 

 


